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研究要旨： 
目的：認知症4大疾患における認知機能と ADL・ IADL の関係を検証し，各疾患ごとに認知機能の低下に伴う ADL・ 

IADL 自立度の変化の特徴を検証する．また，各 ADL・IADL 行為の認知心理面と運動機能の特徴に合わせた生 
活行為チェックリストをモデル的に作成する．  
方法：認知症と診断されたのべ908名の認知症専門外来患者の MMSE，PSMS，IADL を評価し，認知機能と PSMS 

及び IADL 下位項目との関係を調べた．また，生活行為チェックリストの作成については，買い物と調理を代表例と 
して作成した． 
結果：認知機能と ADL・IADL 自立度の相関が強いのは AD であり，FTLD は認知機能以外のファクターが自立度に 

影響していた．生活行為チェックリストは，個別のリハビリテーション介入の部分的な練習ポイントとして使用できる可 
能性がある． 
まとめ：疾患別の ADL，IADL 各行為自立度の特徴を踏まえ，生活行為チェックリストを用いてリハビリテーションの介

入ポイントを探る必要がある． 
 

A．研究目的 
新オレンジプランの七つの柱の一つに認知症の

リハビリテーションの研究開発及びその成果の普及
促進がある．標準的な認知症のリハビリテーション
の研究開発には，まず共通の生活行為である
ADL・IADL の分析が必要となる．しかしながら，疾
患特性や進行度によって生活行為の特性は異なる．
従って，まず4大疾患（アルツハイマー型認知症，レ
ビー小体型認知症，血管性認知症，前頭側頭型認
知症）の認知機能と ADL・ IADL の関係を検証し，
各疾患ごとに認知機能の低下に伴う ADL・IADL
行為の変化の特徴を検証する．また，各 ADL・
IADL 行為の認知心理面と運動機能の特徴に合わ
せたチェックリストをモデル的に作成する． 

 

B．研究方法 
【対象】 
 2007年から2014年の熊本大学医学部附属病院
認知症専門外来を初診および再診し，認知症と診
断され Clinical Dementia Rating（CDR），Mini 
Mental State Examination（MMSE），Physical Self-
Maintenance Scale （PSMS），IADL 評価が実施で
きた患者のべ908名であった．内訳は，アルツハイ
マー型認知症（AD）654名，レビー小体型認知症

（DLB）119名，血管性認知症（VAD）86名，前頭側
頭型認知症（FTLD）49名であった． 
【方法】 
 まず， MMSE，PSMS，IADL を疾患別に比較し，
さらに疾患別に MMSE と PSMS および IADL の総
合得点の相関を求めた．次に，PSMS の下位項目
（排泄，食事，着替え，身繕い，移動，入浴）を得点
ではなく，5段階の自立度別に求め，MMSE は，1-
10，11-15，16-20，21-25，26-30の5段階に重症度
分類し．認知機能と生活行為の自立度の関係を整
理した．同様に IADL の下位項目（電話，買い物，
食事の支度，家事，洗濯，移動・外出，服薬管理，
金銭管理）は3-5段階の自立度別に求め MMSE の
重症度別に算出した．  
 また，生活行為チェックリストの作成については，
買い物と調理を代表例として作成した．それぞれ行
為の前，最中，後の3つに分け，チェックは認知・心
理面と運動面に分類して作成した（資料1・2）．統計
処理について，MMSE，PSMS，IADL の疾患別比
較は分散分析を，疾患別の MMSE と PSMS およ
び IADL の総合得点の相関についてはスペアマン
の順位相関分析を用い，有意水準は5％とした． 
（倫理面への配慮） 
 患者データは，氏名，年齢などの個人が特定され
るものは含まれず，熊本大学の分担研究者より



 

 

CDR，MMSE，PSMS，IADLのみのデータが得ら
れた．尚，これらのデータは一台のPCのみで解析
した．また，利益相反については， 西九州大学知
的財産管理委員会の審議を経て承認を得た． 
 

C．研究結果 
MMSE は，各疾患間で主効果はなかったが

（F=1.56，P＞0.05），PSMS と IADL 総合点数はそ
れぞれ主効果が認められ（F=16.4，P＜0.0001）
（F=10.9，P＜0.0001），AD，FTLD，DLB，VAD の
順で高値を示した．MMSE と PSMS 及び IADL の
関係については，AD，DLB，VaD では有意な正の
相関を示したが，FTLD では PSMS とは有意な相
関が認められず，FTLD の認知機能と ADL 行為の
重症度の関係はなかった． 

PSMS 及び IADL 下位項目別の自立度におい
て AD では，各下位項目共に PSMS・IADL ともに
認知機能が低下するに従い，自立度が低下する傾
向が認められ，特に移動が早期に低下し，食事は
遅れて低下する傾向があった．DLB，VaD におい
ても認知機能低下に伴い，自立度が低下するが，
AD に比し移動，身繕い，着替え，入浴の自立度低
下が速い傾向にあった．FTLD においては，患者
数の少なさも影響しているが，認知機能と自立度の
一定の関係は見られず，変動が大きかった．IADL
については，AD，DLB，VaD ともに金銭管理や服
薬管理が早期から低下し，洗濯は認知機能が低下
しても比較的維持している傾向があった． 

 

D．考察 
認知機能と ADL，IADL 自立度との関係につい

ては疾患別で患者数の隔たりがあるため分析には
限界があるが，AD や DLB では認知機能の低下に
伴い自立度の低下が顕著であり，改めて認知機能
に大きく影響していることが明らかとなった．しかし，
FTLD では両者の相関はなく，自立度の変動が大
きく，認知機能以外の前頭葉床状や BPSD が影響
していると考えられた．ADL では移動が，IADL で
は金銭管理や服薬管理が早期から低下する傾向
があり，リハビリテーション介入の行為別の介入時
期の一助になったと思われる．また，生活行為障害
チェックリストについては，実際の買い物や調理を
実施する際に詳細な行為の可否が明確となり，個
別のリハビリテーション介入の部分的練習ポイントと
して使用できる可能性がある．今後は，他の ADL，
IADL 行為別に作成し，実際の事例で試行していく
必要があると思われた． 
 

E．結論 
認知機能と ADL・IADL 自立度の相関が強いの

は AD であり，FTLD は認知機能以外のファクター

が自立度に影響していた．生活行為チェックリスト
は，個別のリハビリテーション介入の部分的な練習
ポイントとして使用できる可能性がある． 
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H．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 

1．特許取得 

なし 



 

 

2．実用新案登録 

なし 

3．その他 

なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


